
 

 

 

 

 

 

 

 

 例年、この季節はインフルエンザ流行の季節ではありますが、昨年末流行がみられたこと

からか現在は落ち着いているようです。とはいえ、3 月の陽気の後に最強最長寒波が到来す

るなど、気温の変化も大きくなっています。どうぞ体調管理には十分お気を付けください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２月学校だより 
令 和 ８ 年 １ 月 3 0 日 発 行 

東京都立白鷺特別支援学校長 

          川上 尊志 
ＨＰ X(旧 Twitter) 

今年度も保護者・生徒・進路先の皆様、また教員を対象とした学校評価アンケ

ートを実施いたしました。保護者の皆様、関係各所の皆様におかれましては、学

校評価アンケートへ御協力いただきましてありがとうございました。 

アンケートは、保護者の皆様には 84％の回答をいただき、生徒からは 89％の

回答がありました。また進路先の企業の皆様には依頼した全 5 社、福祉事業所の

皆様には 83.8％の回答をいただきました。 

アンケートはそれぞれ対象ごとに、質問項目を設定し実施させていただきまし

た。保護者の皆様を対象としたアンケートでは、学校の教育活動や環境について

の質問をさせていただきました。比較検討できるように教員向けアンケートも同

内容の質問項目にて実施しました。回答の全項目において「よい」ないし「だい

たいよい」の回答が 89％でありました。昨年度の結果との比較においてもその

割合は大きくなっておりました。土曜日を含む授業参観週間や学級懇談会を設け

たことで、学校の教育活動について御確認いただけている割合も年々高くなって

いる傾向も見られました。 

生徒を対象としたアンケートでは、学校生活全般について、授業をはじめとし

た興味関心や困ったこと、希望することなどを質問させていただきました。「学校

は楽しいか」の質問については、「とても楽しい」「楽しいことの方が多い」との

回答が 88％でした。「友達がいて楽しい」「授業」「先生」「給食」などがその理

由として挙げられていました。一方 7％で見られた「あまり楽しくない」「楽しく

ない」との回答に関しては、「駅から遠い」「食堂が寒い」などが理由として挙げ

られました。「スクールカウンセラーや先生に相談したいこと」に関しては 20 件

の「ある」との意見がみられ、「不安なことがある」「友達のこと」などの内容が

挙げられていました。 

進路先（企業・福祉事業所）の皆様を対象にしたアンケートでは、卒業後に向

けて身に付けておくことが大切になる力に関することや学校との連携について質

問をさせていただきました。企業・福祉作業所いずれも「毎日通所、通勤できる

体力・生活リズム」が大切との回答が多く挙げられていました。 

自由意見につきましても多数の御意見をいただきました。お気付きのことに関

しましての改善点、また励ましなど温かな御意見もいただきました。教職員の励

みになります。大変ありがとうございました。より良い教育活動ができますよう

改善点の検討を進めてまいります。 

 

学校評価への御協力ありがとうございました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎校内着についてのお知らせ 

現在着用している校内着が販売業者において廃版とな

るため、来年度から校内着のデザインが変わります。在校

生につきましては、サイズ変更等で再購入される場合、在

庫がある限りは現デザインをお買い求めいただくことも

できますが、新デザインを購入いただいても構いません。

何か御不明な点がございましたら、本校生活指導部までお

問合せください。 

 

 ◇２月の予定◇ 

３日（火） 入学相談（在校生休業日） 

４日（水） 特体連 バスケットボール大会 

５日（木） 特体連 バスケットボール大会 

          ポートボール大会 

   ９日（月） デフリンピック講演会 PM 

  １０日（火） Blue Sky Market 

  １３日（金） 校外学習（３年） 

  １６日（月） 自転車シミュレーター教室（３年） 

  ２４日（火） 個人面談週間 短縮授業 ＜～２７日（金）まで＞ 

  ２７日（金） 避難訓練 

 

             ※予定変更がありましたら、随時お知らせいたします。 

＜スクールカウンセラー・きい先生のコーナー＞    スクールカウンセラー 柳下記子 

2 月は、寒さや疲れが重なり「やる気がでない」「集中が出来ない」と感じて、気持ちが揺れや

すい時期です。そんなときにポチッと「やる気スイッチ」が入ったらいいなって誰でも思いますよね。 

 やる気は、気持ちだけで生まれるのではなく、「動き始める」ことで入りやすくなる仕組みが脳内

にあります。つまり、やる気に関わる脳の働きは「やる気が出てから動く」のではなく、「少し動いて

みることで、あとからやる気がついてくる」ことが多いのです。 

 「やる気を出しなさい」と言葉を掛けるよりも鉛筆を持つ、試しに動いてみるなど、小さな一歩を

一緒に作ることが大切になります。 

 そのためにも「できそう」「これなら安心」と感じて動けた経験をすることが、次のやる気につなが

っていきます。次につなげるためにも、結果や成果にばかり目を向けず、「やりたくないのに、やろう

としているね」「ここまでよく頑張ったね」とそれまでの過程に注目して言葉を掛けてみてください。

そんな言葉掛けが、できたことも上手くいかなかったことも含めて、次のやる気スイッチに繋がりま

す。ぜひ、御家庭でも、子どもたちの‘動けた瞬間’を一緒に見つけてみてください。 

ラインカラーは学年ごとで緑・青・赤となります。 


